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■「ゆめほっぺ」から催しのご案内� P５

今月の主な内容

寒
空
の
下
、行
き
交
う
人
々
の
心
も

　
　
　
　
　
　
　
　
暖
か
く
照
ら
し
ま
す

【
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
１
月
７
日
木
ま
で
点
灯
）】
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町
民
の
皆
さ
ん
に
は
健
や
か
な
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
新
た
な
年
が
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
干
支
は
﹁
と
ら
﹂
で
す
。
虎

に
ち
な
ん
だ
た
く
さ
ん
の
言
い
伝
え
や
、
格
言

の
ひ
と
つ
に
、﹁
虎
は
千
里
を
駆
け
、
千
里
を

も
ど
る
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
虎
の
勇
ま
し
さ
は
、
一
日
に
千
里
を
駆
け
抜

け
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
た
と
え
千
里
を
離
れ
て

も
、
自
分
の
子
を
思
う
が
ゆ
え
に
、
そ
の
日
の

う
ち
に
千
里
の
道
を
も
ど
っ
て
く
る
と
い
う
の

で
す
。

　
百
獣
の
王
・
ラ
イ
オ
ン
と
並
び
称
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
虎
で
す
が
、
実
は
た
い
へ
ん
子
ど
も

を
愛
し
、
大
切
に
育
て
る
と
い
う
こ
と
を
聞
く

と
、
な
ん
だ
か
意
外
な
一
面
を
見
る
思
い
が
し

ま
す
。

　
大
山
崎
町
で
は
昨
年
、
開
設
が
長
く
待
ち
望

ま
れ
て
い
た
﹁
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
を
町

内
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
名
付
け
て
い
た
だ
い
た
セ
ン
タ
ー
の
愛

称
は
、﹁
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
﹂。
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

が
持
つ
や
さ
し
い
頬
に
、
明
日
へ
の
希
望
を
見

出
す
よ
う
な
素
敵
な
名
前
で
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
、
大

山
崎
中
学
校
の
校
舎
移
転
・
新
築
工
事
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
一
月
か
ら
生
徒
た
ち
は
真
新
し

い
校
舎
で
勉
強
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
関
係
の
皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
の

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

重
ね
て
き
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
が
結
実

し
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
の
運
営
に
と
っ
て
、
相
変
わ
ら

ず
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

を
お
支
え
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
次
代
を
担

う
大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
、
地
域
の
宝
と
し
て

育
て
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、

今
年
の
干
支
で
あ
る
虎
が
我
が
子
を
慈
し
む
故

事
か
ら
も
、改
め
て
教
え
ら
れ
る
気
が
し
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
荏
胡
麻
油
に
よ
る
灯
明

復
活
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
平
成
二
十
三
年
度
の

開
催
を
目
指
し
て
京
都
府
内
を
挙
げ
て
取
り
組

む
国
民
文
化
祭
。﹁
ハ
ー
ト
型
﹂
を
し
た
こ
の

愛
す
べ
き
小
さ
な
町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
お
一

人
お
ひ
と
り
が
主
人
公
で
す
。
今
年
も
、
皆
さ

ん
と
ご
一
緒
に
健
や
か
で
や
さ
し
い
、
元
気
な

町
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

千
里
を
駆
け
、

　
　
　
千
里
を
も
ど
る

大　山　崎　町　長

真　鍋　宗　平

新 年 の ご あ い さ つ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
町
議
会
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
が
議
長
に
就
任
し
、
早
一
年
余
り
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
国
政
に
お
い
て
は
政
権

が
交
代
す
る
と
い
う
、
一
端
で
地
方
行
政
に
重

大
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

新
政
権
に
よ
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
公
開
さ
れ
た
場

で
の
事
業
仕
分
け
が
行
わ
れ
、
地
方
交
付
税
や

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
な
ど
が
見
直
し
項
目
に
挙

げ
ら
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
今
後
の
地
方
行
政
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
新
た
な
変
革
の
時
期
を
迎

え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
大
き
な
変
革
に

は
、
先
例
主
義
、
閉
鎖
的
な
ど
従
来
か
ら
行
政

の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
体
質
か
ら
脱
却
し
、

自
主
的
で
柔
軟
な
行
政
運
営
が
出
来
な
け
れ
ば

対
応
し
て
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
町
は
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

中
、
一
自
治
体
と
し
て
行
え
る
こ
と
に
限
界
が

あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の
取

り
組
み
と
し
て
﹁
ハ
ー
ト
再
生
計
画
﹂
に
よ
る

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
﹁
協
働
﹂
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
あ
る
意
味
こ
の
﹁
協
働
﹂
の
取
り
組
み
が
進

む
と
、
元
来
議
会
が
担
っ
て
き
た
﹁
住
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
行
政
に
届
け
、
政
策
に
反
映
さ
せ

る
﹂
と
い
う
議
員
の
役
割
の
一
つ
に
大
き
な
変

化
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
議
会
も
現
状
か
ら

の
変
革
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
議
会
自
ら
変
革
す
べ
く
、
全
議
員
で

改
革
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
な
る

第
３
次
総
合
計
画
第
２
期
基
本
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
り
、
第
３
期
基
本
計
画
の
策
定
年
度
で

も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

反
映
し
、
皆
さ
ん
と
行
政
、
そ
し
て
私
た
ち
議

員
と
の
﹁
協
働
﹂
に
よ
り
、
今
後
の
大
山
崎
町

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ん
に
と

っ
て
、
よ
り
実
り
多
き
年
で
あ
り
、
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
改
革
を
進
め

　
　
開
か
れ
た
議
会
を

大�山�崎�町�議�会�議�長

江　下　伝　明

新 年 の ご あ い さ つ
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あなたは何問わかるかな？

お年玉選挙クイズ
問＝明るい選挙推進協議会（総務課内）
☎９５６︲２１０１（内３２４）

平
成
21
年
８
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議

員
総
選
挙
で
、
大
山
崎
町
内
に
投
票
所

は
何
箇
所
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

①
２
箇
所

②
４
箇
所

③
８
箇
所

平
成
21
年
８
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議

員
総
選
挙
の
大
山
崎
町
内
の
投
票
率

は
？
︵
小
数
点
以
下
切
り
捨
て
︶

①
45
％

②
60
％

③
75
％

問
題 

1

問
題 

2

問
題 

3

﹁
京
都
た
ろ
う
﹂
と
い
う
候
補
者
と
﹁
大

山
崎
じ
ろ
う
﹂
と
い
う
候
補
者
が
い
る

と
し
ま
す
。﹁
京
都
じ
ろ
う
﹂
と
書
か

れ
た
投
票
の
効
力
は
？

① 

﹁
京
都
た
ろ
う
﹂と﹁
大
山
崎
じ
ろ
う
﹂

に
０
・
５
票
ず
つ
投
票
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。

② 

１
票
を
、﹁
京
都
た
ろ
う
﹂
と
﹁
大

山
崎
じ
ろ
う
﹂
の
得
票
数
の
割
合
に

応
じ
て
按
分
し
た
数
の
投
票
が
な
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

③
無
効

応
募
要
件

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

応
募
締
切

１
月
20
日
氺
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法

﹁
選
挙
ク
イ
ズ
﹂
と
明
記
の
う
え
、
▼

ク
イ
ズ
の
回
答
▼
住
所
▼
氏
名
▼
年
齢

▼
電
話
番
号
を
、
官
製
は
が
き
・
電
子

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
左
記

ま
で
。

※
応
募
は
１
人
１
通
ま
で

応
募
先

〒
６
１
８‒

８
５
０
１
︵
住
所
不
要
︶

　
大
山
崎
町
選
挙
管
理
委
員
会

senkyo@
tow
n.oyam

azaki.lg.jp

９
５
７‒

１
１
０
１

選
挙
に
関
す
る
ク
イ
ズ
で
す
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
₂₀
名
様

に
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
粗
品
の
発
送
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
る
い
選
挙
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

め
い
す
い
君
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大
山
崎
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
か
ら
催
し
の
ご
案
内

問
＝
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
　
　
　
　
☎
９
５
９–

９
０
５
０

　
　
福
祉
課
児
童
福
祉
係
　
☎
９
５
６–

２
１
０
１（
内
１
５
７
）

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
体
験

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

　
好
み
の
香
り
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
友
達
づ
く
り
を
！

※
申
込
不
要

と
き
＝
１
月
12
日
㊋

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容

① 

お
話
︵
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と
は
何
か

を
学
び
ま
し
ょ
う
︶

②
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
づ
く
り

③ 
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
を
学
ぶ

※ 
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
づ
く
り
は
30
人
限

定
で
す

参
加
費

①
無
料

②
３
８
５
円

③
２
０
６
円

注
意
！
＝
当
日
午
前
10
時
～
正
午
は
通

常
の
ル
ー
ム
開
放
は
行
い
ま
せ
ん

乳
幼
児
用
品

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

　
子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と
無
用
の
長

物
と
な
り
が
ち
な
乳
幼
児
用
品
。﹁
ゆ

め
ほ
っ
ぺ
﹂
が
＂
も
っ
た
い
な
い
＂
の

橋
渡
し
を
し
ま
す
。
現
在
子
育
て
中
の

方
の
ほ
か
、
妊
産
婦
の
方
も
ど
う
ぞ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
＝
１
月
19
日
㊋

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

申
込
＝
出
品
希
望
者
は
１
月
15
日
㊎
ま

で
に
﹁
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
﹂
ま
で
。

※ 

出
品
希
望
者
が
少
数
の
場
合
、
事
業

中
止
の
可
能
性
あ
り

そ
の
他
＝
バ
ザ
ー
で
の
売
買
な
ど
で
発

生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
、
町
は
そ

の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

注
意
！
＝
当
日
午
前
10
時
～
正
午
は
通

常
の
ル
ー
ム
開
放
は
行
い
ま
せ
ん

み
ん
な
一
緒
に

「
ラ
ン
チ
・
デ
ー
」

　
普
段
は
飲
食
禁
止
の﹁
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
﹂

で
す
が
、
こ
の
日
は
特
別
に
Ｏ
Ｋ
。
お

弁
当
持
参
で
保
護
者
も
子
ど
も
も
み
ん

な
で
パ
ク
パ
ク
し
よ
う
。

※
申
込
不
要

と
き
＝
１
月
28
日
㊍

　
　
　
正
午
～
午
後
１
時

持
物
＝
弁
当

注
意
！
＝
当
日
正
午
～
午
後
１
時
は
通

常
の
ル
ー
ム
開
放
は
行
い
ま
せ
ん

子育て支援センター「ゆめほっぺ」で、
未就学児の保護者を対象に催しを実施します。
ふるってご参加ください。

オープンから間もなく３カ月。おもちゃも増え、ずいぶん賑やかな印象になりました
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　昨年同様、乙訓二市一町の全１₈の小学校が参加。大山
崎小学校から向日市民体育館までの６区間９.２㎞のコー
スを、各学校代表の６年生の選手たちがタスキをつない
で走り抜けました。
　クラスの友達や先生、お父さんお母さんらが声援を送
る中、最初にゴールテープを切ったのは、長岡第八小学
校でした。２位には第５向陽小学校が入り、３位には、
惜しくも連覇は逃したものの懸命の走りを見せた第二大
山崎小学校が入りました。また、大山崎小学校も、２年
連続の６位入賞と健闘しました。
　選手の１人はレース後、「頑張って練習した成果があ
りました。走り終わってからの方がしんどかったです。」
と笑顔で語り、その表情からは全力を出し切ったという
充実感が溢れていました。

　秋の行楽シーズンの最中、町商工会建設業部会会員と
町議会の有志約２０人が、ボランティアで清掃活動を行い
ました。これは、観光客が多く訪れる駅周辺の道をきれ
いにして観光客をもてなすとともに、清掃活動を通じて
地域の課題を抽出することを目的に行われたもの。
　雲間からときおり差し込む日の光が心地よい、さわや
かな晩秋の休日でした。

　昨年の春にスタートしたエゴマ油復活プロジェクト。
子どもも大人も一緒になって、エゴマの種の植え付けか
ら半年間にわたって取り組んできました。
　そして迎えたこの日。離宮八幡宮境内の石段に並べた
手作りの行灯に、自分たちで栽培し、搾油したエゴマ油
の火をともしました。
　「エゴマの実の選別が、大変だったよ。」
　「夏の暑さの中での畑作業がすごくつらかったね。」
　この半年ですっかり仲良くなった参加者同士、これま
での苦労を振り返りながら、柔らかな光を放つ手作りの
エゴマのあかりを、優しいまなざしで眺めていました。

全力でつないだタスキと友情郷土愛でまちの清掃

自作のエゴマのあかりにうっとり

11/2811/28

12/5

乙訓地方小学生駅伝大会「乙訓ふるさとふれあい駅伝」商工会と町議会の有志の皆さんが清掃ボランティア

エゴマまるごと体験事業「みんなで灯明をともします」
（
上
）
ス
タ
ー
ト
直
後
、
勢
い
良
く
駆
け
抜
け
る
選

手
た
ち
　（
中
）
走
り
終
え
、
表
彰
式
で
並
ん
で
座

る
大
山
崎
小
、
第
二
大
山
崎
小
の
選
手
た
ち
　（
下
）

３
位
で
ゴ
ー
ル
を
切
る
第
二
大
山
崎
小
の
ア
ン
カ
ー
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　平成２３年に開催される第２６回国民文化祭・京都２０１１。
大山崎町でも、「戦国大茶会」と「灯明アートフェステ
ィバル」（いずれも仮題）を開催する予定です。この日
はプレイベントとして、「大山崎戦国大茶会」を開催し
ました。
　会場となった大山崎ふるさとセンターには、原寸大の
甲冑や、子どもたちが製作した兜などを展示し、戦国時
代の雰囲気を演出。大政所や戦国時代の腰元に扮した茶
道関係者らが約１００人のお客さんをもてなしました。
　お客さんたちは、大政所役の亭主が話す「天下分け目
の山崎合戦」のエピソードや、町にまつわる「茶の湯」
の歴史などに耳を傾けながら、京都の伝統的な兵糧菓子
や、北の政所ゆかりの高台寺で供される干菓子を抹茶と
ともに楽しみました。

　知的障害のある人々が交流し、学ぶ場として「京都・
知的障害を持つ人々の大学校」が宝積寺で開催され、３２
人が参加しました。
　参加者たちは、歌や踊り、ゲームを楽しんだ後、天王
山のハイキングに。山登りが難しいという方は、宝積寺
の本尊や閻魔像を見学しました。
　途中からは真鍋町長も参加。宝積寺を舞台にした自作
の紙芝居を披露し、町の歴史や町づくりについて話をし
ました。

　国際交流基金関西国際センターで日本語を学ぶ外国人研
修生２１人が、大山崎町にホームステイにやってきました。
　１１月１４日、バスで大山崎町に到着した研修生の皆さん。
中央公民会で開催した歓迎・対面式では、公民館サークル
大山崎太鼓同好会の皆さんが、歓迎のミニ演奏会を開催し
てくれました。一方、研修生の皆さんも、「共通の言語が
なく仲たがいを繰り返していた人々が、日本語という共通
の言語を得て仲良くなる」というストーリーの寸劇を披露。
大きな拍手を受けていました。
　歓迎・対面式が終わると、研修生とホストファミリーは
それぞれ京都見物に出かけたり、家で団らんを楽しんだり
して、1日という短い時間の中でめいっぱい交流を深めた
ようす。研修生からは、「家族の皆さんはとても親切でした」
「いろいろな日本料理を食べられて嬉しかった！」といっ
た感想が多く寄せられました。実りの多い国際交流体験だ
ったことでしょうね。

大政所がおもてなし歌や登山を楽しみました

ハジメマシテ、コンニチハ

11/2211/3

11/14~15

国民文化祭プレイベント「大山崎戦国大茶会」京都・知的障害を持つ人々の大学校

（第12回大山崎町国際フェスタ）ホームステイ受入事業

（
上
）
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
寸
劇
を
披
露
す

る
研
修
生
た
ち
　（
下
）
お
別
れ
の
前
に
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
研
修
生
全
員
で
記
念
撮
影

を
パ
シ
ャ
リ

（左上）紙芝居を披露する真鍋町
長（右上）ハート型の町が描かれ
た紙芝居の１ページ　（下）元気
よく踊りを楽しむ皆さん
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文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

　
毎
年
１
月
26
日
は
﹁
文
化

財
防
火
デ
ー
﹂
で
す
。
昭
和

24
年
１
月
26
日
に
、
現
存
す

る
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物

で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
︵
奈
良

県
︶
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼

損
。
そ
の
後
も
文
化
財
の
焼

失
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、

昭
和
30
年
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
近
年
で
は
、平
成
10
年
５
月
に
、東
大
寺
戒
壇
院
千
手
堂
︵
奈

良
県
︶
が
全
焼
し
、
重
要
文
化
財
﹁
愛
染
明
王
座
像
﹂
や
、
重

要
美
術
品
﹁
千
手
観
音
・
四
天
王
立
像
﹂
な
ど
が
被
災
し
ま
し

た
。
ま
た
平
成
12
年
５
月
に
は
、大
原
寂
光
院
本
堂
︵
京
都
市
︶

が
全
焼
し
、
重
要
文
化
財
﹁
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
﹂
が
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
に
は
、
文
化
財
の
所
有
者
、
町
民

の
皆
さ
ん
、
消
防
機
関
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
大
山
崎
消
防
署
と
大
山
崎
町
消
防
団
は
、
先
人
た
ち
が
築
い

た
町
内
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
も
、﹁
文
化
財
防
火
運
動
﹂
を
展
開
し
、
火
災
予
防
を
広
く

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
を
募
集

　
　
　
　
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
テ
ス
ト

　
災
害
時
に
、
避
難
指
示
や
消
防
団
招
集
な
ど
に
吹
鳴
す
る
サ

イ
レ
ン
の
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

と
き
＝
１
月
10
日
㊐
午
前
８
時
か
ら

と
こ
ろ
＝
▼
町
役
場
▼
大
山
崎
区
民
会
館
▼
下
植
野
集
会
所

▼
第
３
浄
水
場
︵
小
泉
橋
付
近
︶

問
＝
町
総
務
課
総
務
係
　
☎
９
５
６‒

２
１
０
１

大
山
崎
町
消
防
出
初
式

　
新
春
恒
例
の
大
山
崎
町
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
＝
１
月
10
日
㊐
午
前
９
時
～
11
時

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
町
体
育
館
と
そ
の
駐
車
場

内
容
＝
▼
式
典︵
優
良
消
防
団
員
表
彰
な
ど
︶▼
消
防
部
隊
観
閲

▼
一
斉
放
水

※
雨
天
の
場
合
は
式
典
の
み
実
施

問
＝
大
山
崎
消
防
署
庶
務
予
防
課

昨年の消防出初式での消防部隊観閲のようす

　
消
防
団
は
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域

の
住
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
は
、
普
段

は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
就
き
な
が
ら
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
は
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
消
火
活
動
や
救
護
な
ど

に
あ
た
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
地
域
の
防
災
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
人
た
ち
で
す
。

　
消
防
団
の
活
動
は
、
災
害
発
生
時
の
避
難
誘
導
や
水
防
活
動

の
ほ
か
、
平
常
時
に
は
火
災
予
防
広
報
な
ど
も
行
う
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
す
べ
て
の
活
動
に
参
加
で
き
な
く
て
も
、

あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
大
切
な
の
は
、

﹁
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
﹂
と
い
う
気
持
ち
。

あ
な
た
の
力
が
、
今
消
防
団
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

入
団
資
格
＝
町
内
に
在
住
の
、
地
域
防
災
に
熱
意
を
持
っ
て
い

る
18
歳
以
上
の
健
康
な
方

団
員
の
身
分
な
ど
＝
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
活

動
に
必
要
な
制
服
や
活
動
服
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
・
申
込
＝
大
山
崎
消
防
署
庶
務
予
防
課
庶
務
係

消防団活動訓練のようす

防
災
用
兼

消
防
団
招
集
用
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平日 ₁₀：₀₀～₁₆：₃₀
圡㊐祝 ₁₀：₀₀～₁₆：₀₀

図書の貸出
・返却時間 

１月28日㊍月末整理日

お
待
た
せ
し
ま
し
た

１
月
1₃
日
水

貸
出
再
開
し
ま
す

検
索
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
図
書
室
を

入
っ
て
す
ぐ
左
側
に
設
置
し
て
い
ま
す

　
昨
年
の
９
月
に
休
室
し
て
か
ら
４
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
１

月
13
日
氺
、
つ
い
に
開
室
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
図
書
室
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
室
に
つ
い
て

　
図
書
室
は
、
町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
な
ら
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、ど
な
た
で
も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

初
め
て
の
貸
出
の
際
に
は
、
図
書
貸
出
登
録
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
▼
住
所
▼
氏
名
▼
生
年
月
日
を
確
認
で
き
る

も
の
と
一
緒
に
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

貸
出
に
つ
い
て

貸
出
方
法
＝
貸
出
券
と
借
り
た
い
資
料
を
、カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
。

貸
出
数
＝
本
、
雑
誌
、
紙
芝
居
︵
２
点
ま
で
︶
を
合
せ
て
６
冊

ま
で
。

貸
出
期
間
＝
２
週
間

貸
出
期
間
の
延
長
＝
本
や
雑
誌
は
、
１
度
だ
け
貸
出
期
間
の
延

長
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、そ
の
本
に
予
約
が
入
っ
て
い
た
り
、

返
却
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
と
き
は
延
長
が
で
き
ま
せ
ん
。
延
長

の
手
続
き
は
、
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
電
話
口
に
貸
出
券

と
借
り
て
い
る
本
を
用
意
し
て
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

返
却
期
限
を
過
ぎ
た
本
を
お
持
ち
の
と
き
は
、
新
た
に
本
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

返
却
に
つ
い
て

返
却
方
法
＝
返
却
す
る
資
料
を
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
。

※
貸
出
券
は
不
要

閉
室
時
の
返
却
方
法
＝
中
央
公
民
館
本
館
正
面
入
口
に
あ
る
青

色
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

本
の
検
索
に
つ
い
て

　
読
み
た
い
資
料
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
と
き
や
見
当
た
ら
な

い
と
き
は
、
職
員
へ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
書
室

内
の
検
索
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
京
都
府
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
﹁
京
都
府
内
の
蔵
書
検
索
﹂
で
、
自
分
で
検
索
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て

　
借
り
た
い
資
料
が
貸
出
中
の
と
き
は
、
予
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
方
法
＝
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
。
用
意
で
き
次
第
、

図
書
室
か
ら
連
絡
し
ま
す
の
で
、
予
約
し
た
方
の
カ
ー
ド
を
持

参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
数
＝
１
人
10
冊
ま
で

そ
の
他

　
図
書
室
は
利
用
者
の
読
書
の
秘
密
を
守
り
ま
す
。
貸
出
な
ど

の
記
録
は
資
料
管
理
と
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。
個
人
の
貸
出
記
録
は
資
料
が
返
却
さ
れ
れ
ば
抹
消
さ
れ
ま

す
。
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役場代表☎₉₅₆⊖₂₁₀₁  ₉₅₇︲₁₁₀₁　保健センター☎₉₅₃⊖₃₄₃₀  ₉₅₃︲₇₃₃₅　老人福祉センター「長寿苑」☎・ ₉₅₇⊖₁₈₆₀
社会福祉協議会☎₉₅₇⊖₄₁₀₀  ₉₅₄︲₄₄₀₀　福祉センター「なごみの郷」☎₉₅₇⊖₄₁₀₀  ₉₅₄︲₄₄₀₀

　中央公民館☎₉₅₇⊖₁₄₂₁  ₉₅₂︲₂₈₄₆　町体育館☎₉₅₆⊖₀₅₆₇  ₉₅₆︲₀₅₆₆　歴史資料館☎₉₅₂⊖₆₂₈₈  ₉₅₂︲₆₂₈₉
大山崎ふるさとセンター☎₉₅₆⊖₂₃₁₀  ₉₅₂︲₆₂₈₉　大山崎消防署☎₉₅₆⊖₀₁₁₉  ₉₅₇︲₀₉₉₉

右京税務署の確定申告会場は
京都府中小企業会館です
　今年は、大山崎町立中央公民館で
の確定申告相談は開催されません。

開設期間＝２月１６日㊋～３月１５日月
（圡㊐ は除く）９:００～１７:００
※�当会場での納税は不可。お近くの
金融機関などをご利用ください
※�電話による問い合わせは不可。ま
た、駐車場（有料）には限りがあ
るため、公共交通機関でお越しく
ださい
注意！＝開設期間中は、右京税務署
庁舎内には確定申告会場を設けてい
ません。作成済みの申告書などの受
付、納税、納税証明書の発行および
申告用紙の交付のみを行います。開
設期間以外（圡㊐ は除く）は、右
京税務署で相談を行います。
問＝右京税務署　☎３１１－６３６６

平成２２年度
留守家庭児童会入会案内
　留守家庭児童会（学童保育）は、
放課後、一定の事情で保護者の保育
を受けられない小学１年生～４年生
の児童を対象に開設しています。年
齢が異なる児童の集団生活の中で、
子どもたちを健やかに育成します。
対象児童＝町立小学校・養護学校に
在学する１年生～４年生で、次の要
件いずれかに該当する児童
①�日常、保護者が就労のため家庭を
留守にし、児童の家庭保育ができ
ない場合
②�両親のいずれかが死亡、行方不明、
その他の理由により欠けている家
庭で、同居の親族、その他の者が
その児童の保育にあたることがで
きない場合
③�保護者が疾病、出産などにより、
児童の家庭保育ができない場合

④�その他、保育が必要と認められる
場合
申込方法＝入会申込書（役場２階生
涯学習課および各クラブに置いてい
ます）を下記まで。
申込期間＝４月からの入会を希望す
る方は１月５日㊋～１３日氺
※年度途中からの入所は随時受付
※�４月からの入会が決定した方には
３月初旬頃に通知予定
問・申込先
生涯学習課（内２２３）
なかよしクラブ（大山崎小学校区）
☎９５７－１３₈６
でっかいクラブ（第二大山崎小学校
区）　☎９５７－１₈₈₈
※�各クラブの受付時間は月～㊎
１３:００～１₈:００、圡１２:００～１₈:００

「大山崎町市街地・天王山地区のまちづ
くりに関するアンケート」にご協力を
　阪急新駅（長岡京市友岡）や京都
第二外環状道路の供用開始が、平成
２４年度末に予定されています。これ
に向けて町では、まちづくり交付金
制度を活用して、町北部の道路など
の整備や、交通体系の見直し、観光
振興、町民活動の活性化などに取り
組んでいこうとしています。
　そこで、これらの取り組みに対す
る期待度や賛否、現在の町に対する
満足度、その他、各事業の実施に際
しての基礎資料となる事項について
のアンケート調査を行います。対
象は、町内に在住の２０歳以上の方
３，０００人です。
　対象者には、１月の中旬から下旬
にかけてアンケート調査票を送付し
ますので、ご協力をお願いします。
問＝建設課都市計画係（内２５３）

身体障害者巡回更生相談

　補装具の交付・修理などに関する
相談をお受けします。身体に障害の
ある方ならどなたでも利用できます
（予約制）。

とき＝１月１２日㊋１４:００～１５:３０
ところ＝長岡京市立産業文化会館
診療科目＝整形外科・耳鼻科
その他
○�身体障害者手帳の交付を受けてい
る方は、必ず手帳を持参してくだ
さい
○�補装具についての相談を希望の方
は、現在使用中の補装具を持参し
てください
主催＝京都府身体障害者更生相談所
申込締切＝１月７日㊍
申込方法＝▼住所▼氏名▼電話番号
▼相談内容を下記まで。
問・予約＝福祉課社会福祉係
（内１５４）
９５７－４１６１

暮らしと事業の行政相談会

　行政書士があなたの疑問にお答え
します。
※申込不要、相談無料
テーマ＝▼相続・遺言▼公正証書▼
契約書▼示談書▼内容証明▼法人設
立▼建設業許可▼自動車登録▼車庫
証明など
とき＝１月２１日㊍１３:３０～１６:３０
※毎月第３㊍
受付場所＝役場３階総務課（３２番窓
口）
問＝総務課秘書広報係（内３１１）

障害のある方の生活相談
（身体・知的・精神）
　友人関係、生活リズムなど、どん
なことでもご相談ください。町と契
約している「キャンバス」の専門相
談員が相談に応じます。
とき＝１月１４日㊍１３:３０～１５:３０
ところ＝役場２階第２会議室
相談員＝西野美穂さん（「キャンバ
ス」事業長　社会福祉士）
問＝福祉課社会福祉係（内１５４）
乙訓障害者地域生活支援センター
「キャンバス」�　☎０５０－７１０５－₈５０₈
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教育委員に小林朝子さん

　大山崎町議会平成２１年第４回定例
会の同意を得て、元長岡京市立第八
小学校校長の小林朝子さんを大山崎
町教育委員に選任しました。

任期＝平成２１年１２月１日～平成２５年
６月２６日
問＝学校教育課（内２１２）

新成人の皆さんへ 
国民年金の加入手続きを忘れずに
　日本国内に住所のある２０歳～６０歳
の方には、国民年金に加入して保険
料を納付する義務があり、年金を受
け取る権利があります。
　加入者は３種類に分けられます。
学生や自営業者などは第１号被保険
者に、サラリーマンや公務員は第２
号被保険者に、第２号被保険者に扶
養される配偶者は第３号被保険者と
なります。
　第１号被保険者となる方は、２０歳
になったら忘れずに役場１階町民健
康課窓口年金係（２番窓口）で加入
手続きをしてください。第２号・第
３号被保険者となる方は、勤務先の
事業所が加入手続きを行いますの
で、個別の手続きは必要ありません。
　なお、学生など、収入が少なく国
民年金保険料の納付が困難な場合
は、申請することで保険料の納付が
猶予・免除となる「学生納付特例制
度」「若年者納付猶予制度」「保険料
免除制度」があります。この申請を
行わないまま、国民年金保険料が未
納となっていると、万一のときに障
害年金が受け取れないなど、思わぬ
事態を招きますのでご注意くださ
い。
問＝町民健康課窓口年金係（内１２４）

２０１０年世界農林業センサス
を実施します
　農林業センサスは、日本の農林業
の生産構造や就業構造、農山村地域
の実態を明らかにすることを目的に
実施している統計調査です。農業や
林業を営む農家や林家、法人などが
対象で、京都府知事から任命された
統計調査員が１月下旬から２月上旬
にかけて訪問します。調査員が伺っ
た際にはご協力をお願いします。
問＝総務課自治政策係（内３１５）

預金保険制度をご存知ですか？

　皆さんの預金は、預金保険制度に
より守られています。
　当座預金や利息の付かない普通預
金などの決済用預金（※）は全額保護、
定期預金や利息付きの普通預金など
は、金融機関ごとに預金者１人あた
り元本１，０００万円までとその利息な
どが保護されます。
（※）「無利息」「要求払い」「決済サー
ビスを利用できること」の要件を
満たす預金のこと。詳しくは各金
融機関にお問い合わせください
問＝近畿財務局京都財務事務所総務
課　☎７５２－１４１７

償却資産（固定資産）の 
申告をお忘れなく
　固定資産税は、土地・家屋のほか、
償却資産（土地・家屋以外の事業の
用に供することができる資産）にも
課税されます。所有者には申告義務
が定められていますので、資産の多
少や異動の有無に関わらず、毎年１
月１日現在に所有している償却資産
を、２月１日までに申告してくださ
い。
※�申告書が届いていない場合は、下
記までご連絡ください
償却資産の種類（具体例）
①�構築物（庭園、門、塀、舗装路面、
立体駐車場など）
②�機械・装置（加工機械、製造機械、
建設工業機械、機械式駐車設備な
ど）
③�車両・運搬具（ロードローラ、ブ

ルドーザーなど）
④�工具・器具備品（事務机、椅子、キャ
ビネット、応接セット、音響機器、
パソコン等ＯＡ機器、看板、金庫
など）
中小企業などの損金算入特例
　取得価額３０万円未満の少額資産を
一時に損金算入した場合は、償却資
産の課税対象となるので申告が必要
ですが、取得価額２０万円未満の少額
資産を一時に損金算入または一括償
却した場合は、申告の対象とはなり
ません。
家屋の所有者以外の方が取り付けた
家屋の附帯設備について
　家屋の所有者以外の方が事業の用
に供するため、平成１６年４月１日以
降に取り付けた家屋の内装や建築設
備などの附帯設備は、すべて償却資
産として申告が必要です。
その他
○�町内に償却資産を所有している方
は、免税点（１５０万円）未満でも
申告が必要です
○�調査資料として税務書類や決算書
類の開示、または写しの提出を求
める場合があります
○�前年度、独自の電算処理による様
式で申告された事業者の方には、
「申告書の手引」のみを送付しま
す。手書き用の申告書および種類
別明細書をご希望の場合は、下記
までご連絡ください
申告書提出締切＝２月１日月
問・提出＝税財政課課税係（内１４３）

京都府最低賃金が 
改定されました
　京都府最低賃金額が、平成２１年１０
月１７日から変わりました。
改定前　時間額７１７円
改定後　時間額７２９円
※�特定の産業には産業別に最低賃金
が定められています。詳細は最低
賃金に関する特設サイト
　（http://www.saiteichingin.info/）
　をご覧ください

～厚生労働省～
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役場代表☎₉₅₆⊖₂₁₀₁  ₉₅₇︲₁₁₀₁　保健センター☎₉₅₃⊖₃₄₃₀  ₉₅₃︲₇₃₃₅　老人福祉センター「長寿苑」☎・ ₉₅₇⊖₁₈₆₀
社会福祉協議会☎₉₅₇⊖₄₁₀₀  ₉₅₄︲₄₄₀₀　福祉センター「なごみの郷」☎₉₅₇⊖₄₁₀₀  ₉₅₄︲₄₄₀₀

　中央公民館☎₉₅₇⊖₁₄₂₁  ₉₅₂︲₂₈₄₆　町体育館☎₉₅₆⊖₀₅₆₇  ₉₅₆︲₀₅₆₆　歴史資料館☎₉₅₂⊖₆₂₈₈  ₉₅₂︲₆₂₈₉
大山崎ふるさとセンター☎₉₅₆⊖₂₃₁₀  ₉₅₂︲₆₂₈₉　大山崎消防署☎₉₅₆⊖₀₁₁₉  ₉₅₇︲₀₉₉₉

○�本町に住所を有している勤労者ま
たは離職者
○�認定時、前年度の町民税を完納し
ている方
補助額＝借入金に対し保証機関が徴
収する保証料の１/２（上限５０，０００�円）
※�保証料支払い後、申請を受けて助
成します
補助対象期間＝保証料を支払った日
の属する年度または翌年度
※�平成２１年４月１日以降の融資実行
分に限る
問・申請＝経済環境課経済観光係
（内２４３）

新型インフルエンザワクチン
集団接種
　新型インフルエンザワクチンの集
団接種を行います。持病がある方な
どは、かかりつけ医での個別接種を
おすすめします。また、副反応とし
て、腫れや発熱、まれに重篤な症状
を引き起こす可能性もあるので、個
人の判断で接種を受けてください。
※�詳しくは「ほけんセンターだより」
をご覧ください�
対象＝大山崎町に住民票のある満１
歳～小学３年生
定員＝₈０人（先着順）
※�１人２回接種。下記①②の両日程
の接種を受けてください
とき
①１月１０日㊐
②１月３１日㊐
（①②とも）午前４０人　午後４０人
ところ＝済生会京都府病院（長岡京
市）
費用＝１回目３，６００円�　２回目２，５５０
円
※�町民税非課税世帯の方、生活保護
受給世帯の方には接種費用助成制
度あり
持物＝▼接種者本人が分かる健康保
険証▼母子健康手帳　
申込方法＝１月４日月～６日氺９:００
～１７:００に、電話で下記まで。
申込先＝保健センター　☎９５３︲３４３０
※�申し込みは、必ず保健センターへ
の直通電話でお願いします
問＝町民健康課（内１３１～１３５）

平成２２年度　町体育館
使用団体登録説明会
　平成２２年度、町体育館を定期的に
利用する町内の団体（１０人以上）の
方を対象に、説明会を開催します。
継続利用団体の方だけでなく、平成
２２年度からの新規利用を希望する団
体の方も参加してください。説明会
当日、登録申請書を配布します。
※１団体１人の参加でお願いします
とき＝２月５日㊎１９:３０から
ところ＝町体育館研修室
問＝町体育館

水道関連訴訟に関するお知らせ
第１０回口頭弁論がありました
　京都府を被告とする基本水量決定
処分取消請求訴訟および不当利得返
還請求訴訟の第１０回口頭弁論が、平
成２１年１２月４日㊎に京都地方裁判所
で行われ、裁判は結審しました。
　町は原告最終準備書面と証拠甲第
２７号証を提出し、最終陳述を行いま
した。これに対し京都府は、第９準
備書面を提出し、陳述はありません
でした。
　次回は、京都地方裁判所で３月１₈
日㊍１３:１０から判決となります。
問＝上下水道課（内２７０）

大山崎町不況・応急生活資金
等特別融資保証料補助制度
　勤務先の倒産などで離職を余儀な
くされた方などを対象に、京都府で
は、近畿労働金庫と提携して下記の
とおり低金利の融資制度を設けてい
ます。町では、これらの融資制度の
利用者を対象に、保証機関の保証料
の一部を補助する制度を設けていま
す。申請方法は下記までお問い合わ
せください。
補助対象となる府の融資制度
○京都府再就職対策資金特別融資
○�京都府不況・災害応急生活資金特
別融資
○�京都府高齢退職者生活資金特別融
資
※�融資に関する問い合わせは近畿労
働金庫長岡支店（☎９５３－１１７１）まで
対象＝次の要件すべてに該当する方

高齢者に
寝具丸洗い乾燥サービス
　委託業者が寝具を回収し、丸洗い・
乾燥後、配達します。回収から配達
まではおよそ１週間です。その間、
必要に応じて代替の寝具をお貸しし
ます。
※�貸布団が汚れた場合、別途１，０００
円程度いただきます
対象＝町内に在住の６５歳以上で、次
の要件いずれかに該当する方
○�身体に何らかの不具合があるため
に、日常生活の一定の活動に援助
を要する状態である
○ひとり暮らしである
寝具の種類＝敷布団、掛布団、毛布
（いずれもシングル）各１枚で１セット
利用料＝１セット３００円（寝具返却
の配達時にお支払いください）
寝具回収日程＝１月２５日月～２９日㊎
のうちの希望日
※委託業者が回収に伺います
納品配達日程＝２月１日月～５日㊎
のうちの希望日
申込期間＝１月６日氺～�１３日氺�
申込方法＝印鑑を持参のうえ下記ま
で。
問・申込＝町民健康課高齢者福祉・
保険医療係（内１３₈）

身近な法的トラブルは
「法テラス京都」まで
　法テラス京都（日本司法支援セン
ター京都地方事務所）では、利用者
の相談内容に応じて、適切な関係機
関などの紹介や、法制度に関する情
報提供を行っています。�
　また、経済的に余裕がない方に対
しては、無料法律相談や弁護士・司
法書士の費用の立て替えなども行っ
ています。
問・相談
法テラス京都　☎０５０３３₈３－５４３３
※平日９:００～１２:００、１３:００～１６:００
コールセンター　☎０５７０－０７₈３７４
※平日９:００～２１:００、圡９:００～１７:００
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わくわくサタデーナイト

とき／ところ
①１月９日圡／町体育館
②１月１６日圡／大山崎小学校
いずれも１₈:００～２０:００
種目＝卓球、バドミントンなど
※�会場によって種目が異なりますの
で、その都度ご確認ください
対象＝町内に在住または在勤の方
参加費
小学生１００円
中学生以上２００円
※申込不要、当日会場で受付
※�わくわくクラブおおやまざき会員
の方は会員証を持参してください
問・主催＝わくわくクラブおおやま
ざき事務局（町体育館内）

「医療的ケア｣研修会

　障害の重い人への生活支援に関す
る問題について理解を広げるととも
に、その支援のために必要な知識を
学びます。
とき＝２月２０日圡１０:００～１６:５０
ところ＝長岡京市立産業文化会館１
階ホール
対象
○�「医療的ケア」にかかる問題や障
害のある人の生活支援に関心のあ
る人
○�障害福祉サービスなどの従事者
（支援者）および事業者
○当事者
○当事者の家族
定員
午前（講義）１５０人
午後（体験実技）₈０人
申込締切＝１月３１日㊐
問･申込＝乙訓圏域自立支援協議会
事務局（〒６１７－０₈１３　長岡京市井ノ
内西ノ口１７－₈）　河原
☎９５４－７９３９ 　 ９５₈－１６３９

とき＝１月２６日㊋１０:００～１１:３０
ところ＝大山崎町保育所遊戯室
対象＝未就学児とその保護者
※参加無料、当日参加も可
問・申込＝大山崎町保育所
☎９５６－３３９７

「地域で支えるこころといのち」
～自殺のない地域をめざして～

　日本では１年間に３万人を超える
方が自殺で亡くなっており、これは
交通事故死の４倍以上にあたりま
す。京都府内でもこの１０年間、毎年
約６００人の方が自殺により命を絶っ
ています。皆さんに、自殺を身近な
問題として考えていただくため、講
演会および映画会を開催します。
※参加無料、申込不要
とき＝１月２３日圡１３:３０～１６:３０
ところ＝中央公民館本館１階ホール
内容
①�講演「自殺防止とこころの健康づ
くり」高畑龍一さん（たかはたク
リニック院長）
②映画「風のダドゥ」（中田新一監督）
※�字幕あり。手話通訳・要約筆記が
必要な方は１月１９日㊋までに下記
までお申し込みください
主催＝向日市、長岡京市、大山崎町、
乙訓保健所
問＝京都府乙訓保健所福祉室
☎９３３－１１５４　 ９３２︲６９１０

合氣道ひろば

とき＝１月１６日圡９:３０～１１:３０
ところ＝町体育館
※申込不要
対象＝中学生以上（町内・町外は不
問）
参加費＝１回５００円
問・主催＝生涯学習課スポーツ振興
係（町体育館内）

―みんなで築こう�いのちが輝く�人権の世紀を―

２０１０山城人権フェスタinやわた
内容
①ディズニー映画「ボルト」上映
②�記念講演「格差社会と人権」森永
卓郎さん（獨協大学教授）
③�その他（▼歓迎演奏▼人形劇▼模
擬店▼手作りバザー▼体験・手作
りコーナー）
とき＝２月６日圡
①１０:００から（９６分）
②１３:３０から（９０分）
③１１:００～１６:００
ところ＝八幡市文化センター（八幡
市八幡高畑５－３）
※�入場無料。①②は入場整理券が必
要
入場整理券
　１月７日㊍から役場３階総務課
（３１番窓口）で配布します。ディズ
ニー映画「ボルト」、記念講演「格
差社会と人権」ともに１人４枚まで。
定員は山城地区全体で先着１，２００人。
講演会では手話通訳・要約筆記を用
意しますので、入場整理券受け取り
時に予約してください。
問＝山城人権ネットワーク推進協議
会事務局　☎９₈１－３１２７
町総務課（内３２１）

新春かるた大会

　百人一首かるた大会です。新春の
ひととき、雅の世界に触れてみませ
んか。初めての方も気軽にご参加く
ださい。
※�参加無料。大会後、ぜんざいを出
します�
とき＝１月２０日氺１０:００～１２:００
ところ＝長寿苑大広間
対象＝町内在住の６０歳以上の方
問・申込＝長寿苑

園庭開放（人形劇を見よう）

　元保育士さんたちで作る「わかく
さ会」のメンバーが、楽しい人形劇
を見せてくれます。

スポーツ

講座・教室
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役場代表☎₉₅₆⊖₂₁₀₁  ₉₅₇︲₁₁₀₁　保健センター☎₉₅₃⊖₃₄₃₀  ₉₅₃︲₇₃₃₅　老人福祉センター「長寿苑」☎・ ₉₅₇⊖₁₈₆₀
社会福祉協議会☎₉₅₇⊖₄₁₀₀  ₉₅₄︲₄₄₀₀　福祉センター「なごみの郷」☎₉₅₇⊖₄₁₀₀  ₉₅₄︲₄₄₀₀

　中央公民館☎₉₅₇⊖₁₄₂₁  ₉₅₂︲₂₈₄₆　町体育館☎₉₅₆⊖₀₅₆₇  ₉₅₆︲₀₅₆₆　歴史資料館☎₉₅₂⊖₆₂₈₈  ₉₅₂︲₆₂₈₉
大山崎ふるさとセンター☎₉₅₆⊖₂₃₁₀  ₉₅₂︲₆₂₈₉　大山崎消防署☎₉₅₆⊖₀₁₁₉  ₉₅₇︲₀₉₉₉

第₅₇回大山崎町成人式を
開催
　対象者には、１１月下旬に案内状を
送付しています。
　進学や就職、転居などで現在他市
町村に居住している方も出席してい
ただけますので、参加を希望する方
は電話で下記までご連絡ください。
とき＝１月１１日
９:３０受付　１０:００開式
ところ＝町体育館小体育室
対象＝平成１年４月２日～平成２年
４月１日生まれの方
問＝生涯学習課（内２２２）

乙訓文化芸術祭
「日本舞踊への招待」
　乙訓二市一町から１３団体３４人が出
演します。
※入場無料
とき＝１月３１日㊐
１２:３０開場　１３:００開演　１７:００終演
ところ＝向日市民会館ホール
内容
第１部　歌謡舞踊
第２部　長唄、清元などの古典舞踊
問＝向日市民会館　☎９３２－３１６６

小学生～高校生のための
春休み海外派遣
内容＝▼ホームステイ▼ボランティ
ア体験▼英語研修▼文化交流▼地域
見学▼学校体験など
とき＝３月２５日㊍～４月５日月
派遣先＝▼アメリカ▼イギリス▼
オーストラリア▼カナダ▼ニュー
ジーランド▼フィジー▼カンボジア
対象＝小学２年生～高校３年生
参加費＝２₈万円～３₈万円
※共通経費３万円は別途
申込締切＝２月５日㊎（先着順）
問・申込＝（財）国際青少年研修協会
　☎０３－６４５９－４６６１

防災啓発フェア

　１月１７日で、阪神・淡路大震災か
らちょうど１５年。地震や水害、土砂
災害などの資料、避難場所、自主防
災組織などによる災害への対策を紹
介します。非常食の配布（個数限定）
も行います。
とき＝１月１５日㊎～２２日㊎
ところ＝役場１階町民ロビー
問＝総務課総務係（内３２３）

えいごcafe

　英会話初心者は、英会話を学び始
めるキッカケに。英会話学習中の方
は、英会話学習の場として。cafe
スタッフとテーブルを囲んで、コー
ヒーや紅茶を飲みながら気軽に英会
話を楽しんでください。
※参加無料、申込不要
開店時間＝１月２９日㊎
①１３:３０～１５:００
②１５:１０～１６:４０
※①②両方への参加はできません
ところ＝中央公民館本館２階会議室
席数＝各回１５席
※満席の場合は入店できません
システム
○１部９０分の２部制です
○�テーブルは３つで、各テーブルに
cafeスタッフが１人つきます
○�cafeスタッフは３０分ごとにテー
ブルを移動します
cafeスタッフ
○�プライス仁美さん（英会話教室講
師）
○�日笠ロウェナさん（大山崎町国際
交流協会主催の英語クラス講師）
○�堀井正光（町職員。大山崎町国際
交流協会主催の英語クラス元講
師）
主催＝大山崎町、大山崎町国際交流
協会
問＝総務課秘書広報係（内３１１）

図書室臨時職員を募集

仕事内容＝図書の貸し出しや返却の
対応、整理など
募集人員＝１人
年齢制限＝満45歳以下（１月１日
現在）
勤務時間
㊋～㊎…正午～１７:００
圡㊐ …９:１０～１６:４０（休息１時間）
賃金＝町の規定による
申込締切＝１月９日圡
申込方法＝市販の履歴書に記入、写
真を貼り付けのうえ、下記まで持参。
問・申込＝中央公民館

「私の主張」作文を募集

　今年は、「未
みらい

来」をテーマに作文
を募集します。
　皆さんはどんな未来を考えていま
すか？　夢いっぱいのあなたの未
来。学校、町、国、世界。どんどん
広がるあなたの思い、願い、望む「未
来」を４００字以内にまとめてくださ
い。
※�応募作品は、春休み期間中、役場
１階ロビーに展示します。また、
文集を作成して、３月中旬に町内
の小学３年生～中学３年生に配布
する予定です
作文テーマ＝「未

みらい

来」
対象＝町内に在住の小学４年生～中
学３年生
応募方法＝１月１４日㊍までに下記ま
で。用紙は、町内の小中学校から配
布されます。
※�用紙は中央公民館および役場２階
生涯学習課（２４番窓口）にも置い
ています
※応募作品は返却できません
主催＝大山崎町少年補導委員会
後援＝町教育委員会
問・応募＝大山崎町少年補導委員会
事務局（生涯学習課内）（内２２１）

募　集 催　し
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このコーナーへの掲載を希望される方は発行月の前
々月末（圡、㊐、 にあたる場合は直前の平日）までに、
総務課秘書広報係（☎₉₅₆⊖₂₁₀₁ 内₃₁₁︶まで。みん

なの 伝 言 板伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝 言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言 板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板
初笑い　チャレンジ寄席

「桂九雀　笑福亭呂竹　落語会」

とき＝１月３１日㊐
１₈:００開場　１₈:３０開演
ところ＝円明寺が丘自治会館
入場料
大人２，０００円　小学生～高校生１，０００円
問・主催・チケット購入＝ＮＰＯ法人
京都親子支援センターチャレンジクラ
ブ　☎･ ９５３－５５２₈

源氏物語を読む会

①とき＝１月１２日㊋・２６日㊋
　１０:００～１２:００
　ところ＝中央公民館会議室
　会費＝半年２，０００円
　問＝田中　☎９５７－１４５７
②とき＝１月９日圡１０:００～１２:００
　ところ＝長岡京市立産業文化会館
　会費＝月₈００円
　問＝森　☎９５７－２₈２６

大山崎俳句会（超結社俳句会）

とき＝１月６日氺１３:００～１６:３０
ところ＝大山崎ふるさとセンター
会費＝年３，０００円
問＝川嶋　☎０９０－４３０７－５１４９

書き損じはがきキャンペーン

　書き損じはがき、未使用のはがき、
切手、テレカをお寄せください。はが
き２₈０枚で、タイの子ども１人が１年
間中学校へ通うことができます。「愛・
あ～すKYOTO大山崎」では、平成１４
年からこの奨学金に協力し、今までに
４０人の奨学生を支援してきました。今
年も皆さんの温かいご協力をお願いし
ます。
回収箱設置場所＝町内の公共施設およ
びスーパー
期限＝１月３１日㊐
後援＝大山崎町、大山崎町教育委員会、
京都新聞社
問＝稲葉　☎９５７－３０₈２

親子サロン
「スマイルプレイス」

とき＝２月５日㊎１０:００～１１:３０
※１月は休み
ところ＝中央公民館本館２階和室
内容＝自由あそび、交流会など
参加費＝２００円
問＝幸山　☎０₈０－５７００－５₈２２

第１₆回手作りの成人を祝う会

　障害のある方の成人を皆さんと共に
お祝いします。
とき＝１月１０日㊐
１２:３０受付　１３:３０開会
ところ＝長岡京市立中央公民館３階市
民ホール
問＝奥村　☎９５４－₈７₈０

/訪問看護

ひとのうごき

総数� １５，２４₈人 （－１５）
男性� ��７，４２６人 （－１２）
女性� ７，₈２２人 （－ ３）
世帯数� ５，９５２世帯 （－ ９）

町の推計人口と世帯数

ご
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め
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う

【
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）
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小
倉
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】　　
　
　

鈴
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亜
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（
あ
ろ
）

【
寺
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】　　
　
　
　

北
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莉
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（
り
お
）

【
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】　　
　
　

⻆
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光
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（
こ
う
せ
い
）

【
北
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】　　
　
　
　

森
岡　

沙
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（
さ
ら
）

【
堤
外
】　　
　
　
　

池
田　

玲
音　
（
れ
お
ん
）

【
鳥
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前
】　　
　
　

吉
田　

颯
志　
（
そ
う
し
）

【
尻
江
】　　
　
　
　

石
坂　

彩
乃　
（
あ
や
の
）

【
大
門
脇
】　　
　
　

向
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丑
一　
（
う
い
ち
）

ご
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り
し
ま
す

【
松
原
】　　
　
　
　

森
口　

ス
ミ
子
（
89
歳
）

【
大
・
茶
屋
前
】　　

安
田　

婦
久　
（
72
歳
）

※ 

敬
称
略
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
希
望
さ
れ
た
方

の
み
掲
載
し
て
い
ま
す 2009年12月１日現在（前月比）

広 告 募 集 中
規格＝縦６cm×横4.4cm
掲載料＝月5,000円（３カ月単位）
申込方法＝申込書に原稿を添え
て下記まで。申込書は町ホーム
ページからダウンロードできる
ほか、役場３階総務課秘書広報
係（32番窓口）にも置いてい
ます
申込締切＝掲載開始月の前々月
の15日
問・申込＝町総務課秘書広報係
☎956-2101（内311）



日
月

火
水

木
金

土

1 月 の カ レ ン ダ ー

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今
月
の
納
付

国
民
年
金
保
険
料
 

12
　
　
月
　
　
分
 （
２
月
１
日
月
ま
で
）

町
・
府
民
税
 
第
　
４
　
期
　
分
 （
２
月
１
日
月
ま
で
）

国
民
健
康
保
険
税
 

第
　
８
　
期
　
分
 （
２
月
１
日
月
ま
で
）

介
護
保
険
料
 
第
　
８
　
期
　
分
 （
２
月
１
日
月
ま
で
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 

第
　
７
　
期
　
分
 （
２
月
１
日
月
ま
で
）

※
学
校
開
放
は
、
町
と
き
め
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。（
他
の
事
業
な
ど
で
変
更
に
な
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が
あ
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し
い
も
の
」
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
　
譲
り
渡
し
、
譲
り
受
け
は
無
料
で

お
願
い
し
ま
す
。
現
在
の
登
録
状
況
は
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込
＝
経
済
環
境
課
　
☎
９５
６︲
２１
０１
（
内
２４
６）

町
立
小
・
中
学
校
始
業
式

飼
え
な
く
な
っ
た
犬・
猫
の
引
き
取
り

　
経
済
環
境
課
 １
４:
４０
～
１５
:０
０

　（
毎
週
水
曜
日
、た
だ
し
祝
日
は
除
く
）

大
山
崎
中
学
校
新
校
舎
竣
工
式

　
大
山
崎
中
学
校
 １
０:
００
～

保
育
所
入
所
受
付

　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
�９
:０
０～
１２
:０
０

�
１３
:０
０～
１６
:０
０

�
１７
:０
０～
１９
:０
０

図
書
室
貸
出
再
開

新
春
か
る
た
大
会

（
₆₀
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
 １
０:
００
～
１２
:０
０

映
画
鑑
賞
会（
６０
歳
以
上
対
象
）

　「
鞍
馬
天
狗
」

　
長
寿
苑
 １
３:
００
～

ゴ
ミ
収
集
開
始

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
 ９
:０
０～
１６
:０
０

園
庭
開
放

　
各
保
育
所
 １
０:
００
～
１１
:３
０

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

講
座
　
下
植
野
集
会
所

　
１３
:３
０～
１６
:３
０　
　

文
化
財
防
火
デ
ー

子
育
て
相
談
　
各
保
育
所
 ９
:０
０～
１６
:０
０

園
庭
開
放
　
各
保
育
所
 １
０:
００
～
1１
:３
０

健
康
相
談
（
₆₀
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
　
１３
:０
０～
１５
:０
０

消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室

　
１３
:３
０～
１５
:３
０

第
₅₇
回
大
山
崎
町
成
人
式

　
町
体
育
館
　
１０
:０
０
～

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
 ９
:０
０～
１６
:０
０

園
庭
開
放

　
各
保
育
所
 １
０:
００
～
１１
:３
０

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
講
座

　
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

　
１３
:３
０～
１６
:３
０

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

講
座
　
な
ご
み
の
郷

　
１３
:３
０～
１６
:３
０

健
康
相
談（
₆₀
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
 ９
:３
０～
１１
:３
０

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
な
ご
み
の
郷

　
１３
:３
０～
１５
:３
０

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
相
談

　
役
場
２
階
第
２
会
議
室

　
１３
:３
０～
１５
:３
０

暮
ら
し
と
事
業
の
行
政
相
談

　
役
場
３
階
総
務
課
で
受
付

　
１３
:３
０～
１６
:３
０

サ
ウ
ン
ド
セ
ラ
ビ
ク
ス
教
室

（
₆₀
歳
以
上
対
象
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 ９
:３
０～
１１
:３
０

ご
っ
こ
遊
び
　
大
山
崎
町
保
育
所

　
１０
:０
０～
１１
:３
０（
要
申
込
１/
１３
ま
で
）

心
配
ご
と
相
談

（
福
祉
・
子
育
て
・
行
政
・
人
権
）

　
な
ご
み
の
郷
相
談
室

　
１３
:３
０～
１５
:３
０

サ
ウ
ン
ド
セ
ラ
ビ
ク
ス
教
室

（
₆₀
歳
以
上
対
象
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 ９
:３
０～
１１
:３
０

え
い
ご
ca
fe

　
中
央
公
民
館
 １
３:
３０
～
１６
:４
０

心
配
ご
と
相
談

（
福
祉
・
子
育
て
・
人
権
）

　
な
ご
み
の
郷
相
談
室

　
１３
:３
０～
１５
:３
０

※
学
校
開
放（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小

　
₈:
３０
～
１２
:０
０

い
き
い
き
朝
市（
迎
春
特
別
市
）　
円
明
寺
脇
山
広
場

　
９:
００
～
売
切
れ

わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

　
町
体
育
館
　
１₈
:０
０～
２０
:０
０

※
学
校
開
放（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
　
₈:
３０
～
１２
:０
０

合
氣
道
ひ
ろ
ば

　
町
体
育
館
　
９:
３０
～
１１
:３
０

わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

　
大
山
崎
小
　
１₈
:０
０～
２０
:０
０

文
化
財
防
火
運
動
　
１
月
２９
日
ま
で

※
学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
　
₈:
３０
～
１２
:０
０

い
き
い
き
朝
市
　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
９:
００
～
売
切
れ

自
殺
対
策
講
演
会
・
映
画
会

～
地
域
で
支
え
る
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
～

　
中
央
公
民
館
 １
３:
３０
～
１６
:３
０

※
学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
 ₈
:３
０～
１２
:０
０

町
民

リ
サ

イ
ク

ル
制

度
 

道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町
内
一
円
 ９
:０
０～
１７
:０
０

　（
２/
１ま
で
に
建
設
課
で
予
約
）

子
育
て
相
談
　
各
保
育
所
 ９
:０
０～
１６
:０
０

園
庭
開
放
　
各
保
育
所
 １
０:
００
～
１１
:３
０

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
な
ご
み
の
郷
　
１３
:３
０～
１５
:３
０

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
の
引
き
取
り

　
経
済
環
境
課
 １
４:
４０
～
１５
:０
０

　（
毎週

水曜
日、

ただ
し祝

日は
除く

）
節
分

　
第
２
保
育
所
・
第
３
保
育
所

　
１０
:０
０～
１１
:３
０

　（
要
申
込
２/
１ま
で
）

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

　
１３
:３
０～
1５
:３
０

31
30道

路
を
気
持
ち
よ
く
使
う
た
め
に

○
�道
路
上
に
は
み
出
た
樹
木
な
ど
は
視
界
や
通
行
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
剪
定
し
て
く
だ
さ
い

○
�道
路
上
に
自
転
車
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
、
通
行
の
妨
げ
に

な
る
も
の
は
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

○
�道
路
上
に
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
放
置
し
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
�

～
建
設
課
～

大
山
崎
町
消
防
出
初
式

　
町
体
育
館
　
９:
００
～
１１
:０
０

道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町
内
一
円
 ９
:０
０～
１７
:０
０

　（
１/
₈ま
で
に
建
設
課
で
予
約
）

保
育
所
入
所
受
付

　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
 ９
:０
０～
１２
:０
０

　
１３
:０
０～
１６
:０
０/
１７
:０
０～
１９
:０
０

子
育
て
相
談
　
各
保
育
所
 ９
:０
０～
１６
:０
０

園
庭
開
放
　
各
保
育
所
 １
０:
００
～
１１
:３
０

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館
 １
３:
３０
～
１５
:３
０

消
費
生
活
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
 １
３:
３０
～
１５
:３
０

年
末

年
始

の
ゴ

ミ・
汲

み
取

り
収

集
日

程

問
＝
経
済
環
境
課
清
掃
環
境
係
　
☎
９５
６︲
２１
０１
（
２４
４･
２４
５）
　

収
集
日
程

収
集
地
域

年
末

１２
月
２₈
日
月
ま
で

通
常
ど
お
り

１２
月
２９
日
㊋

㊋
㊎
収
集
地
域

（
燃
え
る
ゴ
ミ
の
み
特

別
収
集
）

１２
月
３１
日
㊍

月
㊍
収
集
地
域

（
燃
え
る
ゴ
ミ
の
み
特

別
収
集
）

年
始

１
月
１
日
㊎
～
４
日
月

収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

１
月
５
日
㊋
か
ら

通
常
ど
お
り


